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 今から 10年前、横浜市磯子区で新しい分類の猫として定義づけられ誕生した

「地域猫」は、心地よい言葉の響きによって急速に広まり、今では日常会話に

まで使われるようになっています。 

しかし、その内容は当初の考えと若干違う解釈で捉えられており、言葉だけ

が独り歩きしている感があります。エサやりという批判をかわす手段として正

当性を主張する目的で利用する人、自分では世話できないから住民に押し付け

ている人が多く存在しています。 

単にエサだけを与える、手術のみしている、周辺地域住民の理解を得ていな

いものは、猫好きの自己満足、地域への押し付けと言われてもしかたがないの

です。明らかに「地域猫」とは呼べない中途半端なものです。「勝手な解釈の

地域猫」の広がりによって大きな誤解が生じ、「真の地域猫」を目指している

人達への風当たりも強く、数々の事業や活動の推進にも影響が出ています。 

  

●私が思う「地域猫」の考え方 

我々人間は、快適に生活できることを望んで住みやすい環境を整備し、大変

便利な都市を作り続けています。しかし、町中に存在しているネコは習性や生

理も昔から何も変わらず生活し続けているために、フンの存在や強烈な尿臭、

旺盛な繁殖等で、今では人間との間に摩擦が生じています。 

そのような存在のネコを排除して解決するのではなく、人間の生活環境を考

慮し、地域の中で妥協点を探しながら共存していくという考え方から生まれた

のが「地域猫」なのです。 

犬は人間にとって恐ろしい狂犬病の発生を予防するために狂犬病予防法で飼

い主の飼育管理、行政の対応等が明確に示されていますが、ネコには明確な法

規制がないために飼い主も行政も極めて曖昧に対応しているのが現状です。た



だし、ネズミ捕りとして放して飼う歴史を持つネコを直ちに犬と同じく法で規

制管理するのはかなり強引な手法と考えます。 

現在は、昔と違って交通量も増加し、外でネコを飼うことは極めて危険な状

態に変わってきました。実際に車にはねられて死亡しているネコの数は、安楽

死処分している数よりはるかに多いのです。これからネコを飼育しようとする

人は、完全屋内飼育をするべきです。 

それでは今、外で暮らしている飼い主のいないネコはどうすれば良いのでし

ょうか。今すぐにみんな屋内で飼育できれば良いのですが、慣れない環境に対

応出来ず、人もネコもストレスで参ってしまい、かえって不憫な生活になって

しまうことでしょう。時間をかけて外のネコを人に慣れさせることから始めて、

最終的に屋内へ誘導していくことが理想的だと思います。その為の一つの方法

が「地域猫」なのです。 

「外でエサを与えることを認めるのか」「時間が掛かり過ぎる。すぐに解決

させろ」「外暮らしは危険なのに勧めるのか」「誰がお金を出してまで世話す

るのか」「理想論にすぎない」等の指摘を頂きますが、現在何もノラ猫対策が

無いのならば、「地域猫」の考え方を実践してみる価値はあるのではないでし

ょうか。 

  

●行政の視点、ネコ愛護住民の視点 

勝手な解釈の「地域猫」が現れた原因を考えてみると、「地域猫」を始める

時のその人の立場や思い入れの程度などによってかなり考え方に差があるよう

に見えます。この辺で解釈の間違いが生じています。 

「地域猫」を行政サイドの視点で考えると、住民が快適な生活を維持できる

ようにエリアや地域のルールを決める等して生活環境を保全し、ノラ猫のトラ

ブルを無くしていくための一つの方法と捉えます。ところが、ネコ愛護住民サ

イドの視点では、飼い主がいないためにエサや寝る場所に不自由して可哀想だ

から何とかしてあげたいとの思いから世話を始めるわけで、これは人間の本能

なのですが、世話をしていない人にまでも「可哀想なノラ猫のため」という自

分の思いを押し付けようとするから反感をかってしまいます。それでも強引に

進めていく一部の人達の存在が、間違った方向へ行ってしまう原因の一つです。

地域の中には、ネコの嫌いな人や迷惑と思っている人等いろいろな思いの人が



生活しています。ここで周りを見る余裕を持って、迷惑を受けている人や嫌い

な人と妥協点を話し合い、周辺住民の理解を得た上でノラ猫を迷惑にならない

飼い方で管理し、トラブルの発生を予防しながら共存していけば良いのです。 

  

●実施した地域は効果大 

行政もネコ愛護住民も導入の視点、すなわち住民のため、ノラ猫のためとい

う違いはあっても、ノラ猫とのトラブルを無くして共存させるという目的は同

じです。両者の思惑が一致して初めて「真の地域猫」になると考えます。当初

はなかなか踏み切ることが大変ですが、実施してみるとネコの数が増えず、行

動範囲が狭まり、フンやエサの管理がしっかり出来れば、三年後には必ず成果

が表れ、ネコの被害で困っている人も納得できる結果が待っています。 

もう一つある大きな効果は、地域住民同士でよく話し合うことから生まれる

コミュニケーションに役立つことです。ノラ猫のことばかりではなく、防犯、

防災、環境美化、高齢者福祉、子供教育等の地域の活性化、地域力の掘り起こ

しにつながっていくのです。これは立派な町づくりへ発展していきます。 

  

●最も平和的な解決方法の一つ 

勝手な解釈の「地域猫」が横行していることで、かなり誤解されてしまいま

した。単なるノラ猫のことを「地域猫」と呼ぶ活動ではなく、不妊去勢手術を

実施し、エサの管理を徹底し、フン清掃だけでなく周辺美化にも配慮して住民

の理解を得ながらノラ猫をレベルアップし、最終的に屋内飼育で飼いネコにし

ていくための過渡的対策なのです。 

今後は「真の地域猫」をより多くの人に広めること、知ってもらうことが課

題だと痛感しています。私も「地域猫」を世に送り出した人間として、勝手な

解釈の間違った「地域猫」の広がりには責任を感じます。時間が許す限りどこ

へでも出かけて行き、より多くの人達に理解を求めたいと考えます。 

地域住民も、今いるノラ猫も快適に共存できる平和的解決方法の一つである

「真の地域猫」の考え方にご理解頂きたいと思います。                   
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